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小学一年生の文法指導
－「につぼんご」２の実践について
深井一郎，東孝二*，深川明子，小間喜美代*＊
はじめに 以上が，『もじのぼん』によるかな文字指導
の概略であるが，児童の確実な定着を図るため
には二学期の最初の頃までを必要とする。その
間かな文字指導と並行して行う必要のあるもの
に，文学的作品に触れて'情感を豊かにすること
と，児童の表現活動を伸ばすことがある。それ
は，『もｃのぼん』による学習が，表記中心と
なり，読承方の指導や作文指導にまで及ばない
ため，それらの指導が本質的に具備している要
素を何らかの形で補う必要があるからである。
その指導方法はいろいろ工夫出来ると思うが，
今回は次のような指導を並行して行っている。
まず,表現活動の問題だが，「朝のおはなし」
という時間を設け，先生や友だちに話したいこ
と，伝えたいことを自由に話させた。そして，
それを順次学級通信に載せてやったので，児童
は掲載されることにも一つの魅力を感じて，活
発に話をした。
次に，文学作品に触れることだが，これは，
できる限り時間を作り，読承聞かせを行った。
子どもたちは本には大変興味を示し，読承続け
ることが大変負担にはなったが，本を読む時，
作者も紹介してやると，「この生えの本書いた
人やネ｡」と意外に覚えていたり，また，図書室
から同じ作者のものを捜して来たりして，反応
は大きかったようである。（注３）
作文指導それ自体については，この時期に書
かせることについての是非は賛成・反対共にあ
るが，（注４）「もじのぼん』の学習終了まで書
かさない方針をとった。そして，それが終了し
かな文字指導の概要
小学一年生のかな文字指導には，音声法に基
づいて編集された『もじのぼん」（注１）が非常
に有効であることは，多くの実践が証明してい
る。（注２）
この研究報告もそれに先行して，『もｃのぼ
ん』によるかな文字の指導を行っている。今こ
こに，本稿の性格上，簡単にその実践の概要に
触れておきたい。
まず，かな文字の基本である清音をほぼ五十
音順に,毎時１～２文字の割合で教える。筆順，
字形の他にことば集めや絵を描く作業などを加
え，定着を確実にする。したがって，子どもた
ちは,清音を終了する段階で漠然とではあるが，
五十音図の段と行の関係を理解し，日本語の音
韻体系を知ることになる。単に発音と文字が照
応しているというだけでなく，それらが秩序あ
る一つの体系をなしているという論理的理解
は，今後，日本語についての体系的な指導を進
めていく為の，まず第一歩として重要な意義を
持つ。換言すれば，かな文字の指導は，国語科
教育の二大柱の一つである言語教育分野の第一
段階に位置づけられることになる。
清音が完了したところで，濁音・促音・長音
・鋤音・鋤長音の順で進承，一応これでかな文
字の指導は終了する。その次に，助詞＝はミ
ミヘミ菫を＝の表記の規則に触れ，これでひら
かなによる表記の指導が完了する。
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助詞菫はミーヘミミを＝が正確に書かれていた
ことから，ひらがなの表記法がほぼ正確に定着
したことを確認することができた。
以上が，今回の研究に先だって行われた指導
の概略と到達点である。
た後，１０月の遠足の時に初めて作文を書かせ
た。今まで，１～３文程度のものは，かな文字
指導の中で書いた経験はあるが，自分の体験を
文に綴って表現することは全く初めてである。
今まで，意識的に作文を書かせてこなかったこ
との評価がなされる機会でもあるので，教師の
方も緊張した一瞬だったが，危倶した程のこと
もなく，むしろ，ほとんどの児童が喜んで書い
ていた。Ｔ君は，清音も読めず，一学期大変苦
労した児童で，文字の学習終了後の今も，まだ
書けない文字もあり，練習してもすぐ忘れてし
まうのだが，教師や友だちに教えてもらいなが
ら，作文用紙に半分も書き上げた。また，Ｋ君
も，一学期は落ち着きがなく，すぐ鉛筆を放り
投げた仇床にひつくり返ったりして，しばし
ば授業を中断した子であったが，次のような作
文を書いてきた。学級懇談でＫ君の母親は，
「入学前，本を読んではいたが，字は全く書け
ず，教えようとすると厭がるので，学校でどう
なるかと心配だった。しかし，－学期間，何と
かノートに字を書くことを続け，またいま，一
応ふんなと同じように作文を書いているのを見
て安心した｡」と話していたのが印象に残って
いる。
研究の目的
一般に『もｃのぼん』の指導が終了した段階
では，ほとんどが教科書へ戻るか，または，教
科書と並行しながら，投げ込承の文学教材を取
り扱うのが現状のようである。前述したよう
に，『もｃのぼん』の学習が単なるひらかなの
表記の指導でなく，言語教育の根幹であり，最
も初歩的な段階であるとの位置づけは理解して
いても，その次に，どのような指導を行うこと
が，日本語の体系的な指導になるのか，五里霧
中の状況であり，その実践は皆無であったと言
ってよい。そこで，今回の研究の目的を，日本
語の体系的な指導の中で，『もＵのぼん』で学
習した後に，その到達点の上に，次は何をどの
ように指導すべきか，それを実践の形で提示し
ようというところに置いた。
まず，指導内容であるが，それを，文と単語
についての概略の認識を与えることに絞った。
その理由は，『もｃのぼん』の挙習は,音声法に
よるもじ表記の指導であるが，実際に児童が授
業の中で使っていたものは，単語であり，文で
あった。したがって，単語や文について指導す
ることは，児童にとっても無理のない必然の流
れである。
また，この単語と文は，文法研究が扱う最小
単位と最大単位である。文法論は，単語から文
へ，文から単語への過程にある法則性を探りだ
す研究分野であるから，文法論の立場からゑて
もこの二つの単位をまず基本において扱うこと
は妥当であると言えよう。
従って，日本語教育の中で，かな文字指導の
次に位置するものが，文と単語を対象とする文
法教育であると考えたわけである。
ここで，文法指導が何故必要かについて，一
言触れなければならないのだが，それについて
-Ｋ君の作文＝
せんせいあのね。
うたつ山までのぼるときね。つかれたよ。おくん
とうじかんがまちどうし〈てもうおなかすい
たよ。
山にのぼったよ。
せんせいのおざしぎのちかくにおざしきを
ひいたよ。おくんとうじかんにせんせいにおに
ぎりをやったよ。
どっちをやったよ。
うふがふえたよ。
かえるときまるこしがちいさくどんどんち
いさくなったらなくなったよ。
Ｋ君が書きたかった事柄が充分表現されてい
るとは思わないが，一応『もじのぼん』で学習
した表記は，正確に書けている。作文を書かせ
てふて，比較的表記の誤りが少なかったこと，
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|ま，鈴木童幸氏の『文法と文法指導』にくわし
く述べてあるので，それを参照していただきた
い。（注５）総括的に言ってしまうと，日常生活
における正しい言語活動の為には，文法の知識
が是非必要であり，また，正確で，しかも，表
現力に富んだ読承・書きの能力は文法教育との
相互規定の中で深まり，高まっていくものであ
るから，日本語教育の中でも特に重要な分野だ
考えているのである。
文法教育は，いわば，この単語と文の二つの
単位の関係認識を螺線状に広め，深めていく教
育でもあるわけだ。
そのような基本的立場から，テキストには，
現在唯一のものとも言える『につぼんご』２を
選択した。ただし,この書は，『あじのぼん』に
引き続き，正書法の為のテキストとして編集さ
れているので（注６），発音と文字の対応とい
う『もｃのぼん』の復習的要素がかなり重要視
されている。それで，その部分は意図的に省略
し，体系的な日本語指導の路線上に位置づけら
れた，小学一年生の文法指導という角度から，
文と単語の部分のゑを実践の対象とした。
なお，この実践は，教科書の指導と並行して
おり，１０月から３月までの国語の授業の中で，
適宜時間を生象だして実践したものである。
童が自己の動作として自覚することが容易であ
り，また，動作の模倣が容易であるという児童
の実態に即した為で，具体的なまとまった文と
いう形ではグを格を取る文の方が一般的である
からである。小学一年生という段階では，遊ば
せながらという興味の問題も実践上のポイント
の一つとして考慮した。
1．～が～を～する。
（掲示用具） 掲示用具を取り出して
見せる。子どもたちは，
口々に自分の家だとか，
○○ちゃんの家だとか言
いながら学習に参加し始
める。そこで,｢たら3Aこ」
の顔の絵を書いたカード
を見せる。（図１）を見せる
Ｃ女の子のうちだ。
Ｔそう。この子の名前は「たゑこ」と言いま
す。
と，「た承こ」の名前を全員に確認させる。そ
して，顔の絵を貼る□
Ｔた糸こさん，おうちの中で何をしているの
かなあ？
Ｃおうちごっこかな。
Ｃわからん。わからん。ヒント，ヒント。
などの声が出る。掲示用具の左下を指して，
Ｔ窓があるから開いて承ようわ。
と，言うと，子どもたちは何が出てくるのかと
目を輝かせている。赤く色を塗った「まり」の
絵が出てくると，当った，はずれた，と言って
喜ぶ。そこで,上の家の部分を取りはずし，女
の子がまりつぎをしている部分だけにして，
Ｔたゑこさん，何をしていますか？
Ｃたゑこさんが，うちのなかで，たのしそう
にまりつきをしています。
Ｃまりをてでついています。
Ｃたゑこさんがまりをついてうれしそ
うにあそんでいます。
というように，子どもたちは，単語を多く並べ
て，文を作ろうとする。ここでは，基本的な文
小学一年生の文法指導
(－）文の初歩的な認識の指導
まず，文の指導から入ったが，これは，単語
から入っても良く，どちらから入るべきかとい
う必然的順次性はない。
また，文の基本三型のうち，述部が動作を表
わす動詞型の文と，状態を表わす形容詞・形容
動詞型の二型もどちらから指導しても良い。た
だ，名詞述語文の場合の承は，多くの場合，抽
象度の高い概念的な名詞が入り，語彙論上の上
位概念・下位概念の問題が含まれるため，最後
にまわした方が妥当であると考えられる。
実践では，動詞述語文の文型から入り，しか
も，を格を取る複雑な文型から入ったのは，児
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まもる力§たいこをたたく。
と，書いて，ノートに写させる。この時，各自
に絵も書かせておくと理解の助けとなる．
・練習
型の練習が目的であるから，余分な単語を削除
しなければならない。そこで，
Ｔだれが。（と発問し，）
Ｃたゑこが｡(と答えさせ，顔の絵を押える｡）
Ｔなにを。（と発問し，）
Ｃまりを｡(と答えさせ，まりの絵を押える｡）
Ｔまりをどうする。（と発問し，）
ｃまりをついている。（と答えさせ，動作
化する。）
それからもう一度，だれが，何を，どうする
と問いながら，掲示用具を分けてｉ黒板に貼って
いく。
Ｔこれで，たゑこのまりつきのお話が出来ま
した。
以下，次の三つの絵も，多少変化を持た(せな
がら，同じ方法で文を作っていく。－
絵を見ながら｜～が～を～する。｜の文
定着をはかる。型練習をし，
＜文例＞
たゑこが
たゑこが
まもるが
まもるが
ばけつをもっている｡
はなをつんでいる。
じょうろをもっている。
糸ずをかけている。
この実践の問題点は，～が～をする。という
を格を取る文型も，基本文型としては，～が～
する。にまとめられることにも触れるべきだっ
たことだろう。つまり，～が｜～をする。｜とい
う型として，特に～を，を一要素
として強く意識することを避け，～
を～する。が－まとまりのものであ
ることを確認すべきであった。國國1国国
回国圖匡I］ 2．～が～する。（動詞述語文）絵カードを黒板に貼りながら，子
ども達と，絵の話をし，児童の発言
に合わせて，絵の下へ名前を書いて
いく。
Ｔうさぎがどうしている？
と，発問すると，
Ｃとんでいる。
Ｃはねている。
Ｃはしっている。
菰
（図２）
四つの例文を作り終えると,黒板を見ながら， 匿雪|髪]睡己'三雪|亟||亟三ＬＬ竺藝l1i三''一脚 うさぎつばめきしやひこうき
（図３）
Ｔこのように並べると「ぶん」が作れます。
と教える。そして，「この順番をしっかり覚え
ておきましょうね。文の終には「。」をつけて
あげます。「。」は文が終った証拠ですから忘
れないようにしましょう｡」とまとめ，黒板に，
たゑこがまりをつく．
と，発言があった。それで，
Ｔうさぎだから「はねている｡」がいいね。
と言って，「うさぎがはねる｡」と板書する。
他の例も同じようにシ述部を発表させ，その
中から最も適当なものを－つ選んで板書する。
典
つむ〔DＥ
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そこで,また，「うさぎの糸糸はながい｡」
と板書し，述部を指しながら，「こんなふうに，
ここにうさぎなら，うさぎらしいことを表わす
単語を入れると重文＝ができますね｡」と話し，
「じゃ，これはどうかな？」と次のような絵を
見せて関心を惹き，練習を行った。
雨ＩＦＴ三三毒､雫]'一ぶん
そして，名前とそれがしている動作というよ
うに並んだ場合も「ぶん」になることを教え
る。
このような二つの文型の学習によって，子ど
もたちに少iない要素，短い文でも，十分に文の
役割を果していることを理解させた。 '７尋TBl二訂原ご|【蕊］
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3．～は～だ。（形容詞述語文）
うさぎの絵を見せて，
Ｔこれは何ですか。と発問すると，
Ｃうさぎです。と一斉に答える。
Ｔうさぎの，うさぎらしいところはどこ？
●●●
と，らい､に力を入れて問い返すと，（注７）や
●●●
やしばらくしていろいろな答力:出てくる。
Ｃ目が赤い。
Ｃ毛が白くてふわふわしている。
Ｃ耳が長い。
Ｃかわいい。
Ｃぴょんぴょんはねるｄ
Ｃ，人参が好き。
Ｃ後足が長い。
これは，－学期に理科で，うさぎの学習をし
たことが，参考になったらしい。
Ｔそうわ。目が赤いし，耳が長いし，毛がふ
わふわで，手で触ったら，いい気持だった
わ。かわいかったねえ。後足が長いことも
よく覚えていたわ。ぴょんぴょんはねてい
たわ。
と，子どもたちとうさぎの学習を思い出して，
話をしながら，
Ｔうさぎの目は？
と，問うと，子どもたちは声を揃えて，
Ｃ赤い。
と，答える。そこで，絵カードの下へ，「うさ
ぎのめはあかい｡」と板書する。次に，
Ｔうさぎらしいところを言う文だよ。じゃ，
うさぎの耳は？
Ｃながい。
おき
いい
しろ
いい
◎｡
め
は
あ
か
い
。
ふ
み
は
な
が
い
。
かわいい。
4）(図
4．～は～だ。（名詞述語文）
からすの絵を黒板に貼ると，早速，
Ｃからすのいろはくるい。
と，口々に大声で言う。振り返って，「シィー」
と指を口へ持っていき，子どもたちを集中させ
て，
Ｔこれは何ですか。
と，ゆっくり問う。子どもたちは不思議そうに
考えながら，
Ｃからすです。
Ｔそうですわ。では，からすのように羽根が
あって。空を飛ぶものを何と言いますか。
Ｃとり。
Ｔ、そうですね。とりです。
と言って，「からすはとりです｡」と板書す
る。そして，述部を指しながら，「ここへ,その
仲間をあらわす単語を入れると，文が出来ます
よ｡」と，説明する。名詞述語文は,具象名詞と
概念化された名詞とが入ってくる（注８）わけ
だが，その細かい説明は，現段階では必要でな
く，「仲間をあらわすことば」と言うだけで,子
どもたちは充分理解したようだ。
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一文が出来ると，子どもたちから不審顔も消
えて，また，賑やかな教室に戻る。
Ｔさあ，これは何の仲間かな。
Ｃさかなです。
Ｔ文の形で言って下さい。
Ｃぎんざょはさかなです。
絵の下へ，「ぎんぎょはさかなです｡」と板
書する。以下，同じ方法でどんどん文作りをす
る。
＜子どもたちの作った文例＞
いちごは<だ&のです。
らつばはがつきです。
ｃてんしゃはのりものです。
次に，女の子の顔を書いた絵を出すと，子ど
もたちは，「た承こは」「た糸こは」と考えるの
だが，述部が出てこない。例文で人の場合を教
えなかったので，迷っているらしい。
Ｔこの子の名前は，と｡kよこです。ふんなと同
じ年ですよ。
Ｃ－年生？
Ｔそう，一年生です。
と,言いながら，「ゑよこは－ねんせいです｡」
と板書する。
Ｔ」3Ａよこは男の子，女の子？
Ｃ女の子。
そこで，「ふよこはおんなのこです｡」と板
書すると,わかったという顔をして頷いている。
この後，教室の友達で練習を行った。
以上で，文の指導を終えたわけだが,最後に，
簡単でよいから，三つの基本文型をまとめてお
さえておく必要があったように思う。基本文型
は，それ自体具体的な文の抽象化を，子どもた
ちに要求しているわけだが，子どもたちの認識
の中に，個含の基本三型が別々に存在するので
はなく，さらにそれらを抽象化・概念化した
「文」の概念を,一応は与えて置くべきだと考
えるからである。
この後は，応用練習に入った。その時行った
作業は，
①文章の中から，基本文型にまとめる作業。
②基本文型を並べて，短い文章を作る作業。
である。
①の作業には，教科書の文章を使用したが，
文が複雑だったので,やや抵抗があったようだ。
・ヘリコプターは，べんりなのりものです。
・たに川の上に，いつぼんぱしがありまし
た。
・うさぎがはしをわたりかけました。
という要領だ。基本文型が理解し易い文章を探
して与えることが，混乱を起さず効果的な指導
が行える先決条件だ。
②の作業には，黒板に描いた絵を見ながら，
文を作り，短い文章に作り上げていくことをや
った。
まず，黒板に，なわとび遊びをしている絵を
書く。
Ｔなにをしていますか。
Ｃなわとびです。
Ｔ男の子や女の子が，いますね。名前をつけ
てあげましょう。
と，言って，絵の中へ名前を書いていく。
Ｔ名前が決ったから,文を作って承主しよう。
繩を持っている子を指して，
Ｔまもるくん，なにをしていますか。
Ｃまもるがなわをまわす。
Ｔじゃ，よしおくんは？
Ｃよしおがなわをまわす。
Ｔａ;人よ子さんは？
Ｃａ3Aよこがとぶ。
Ｔふんなもなわとびをしたことがあるでしょ
う。なわとび好きな人？
Ｃハーイ。（口々に）
Ｔなわをまわしている人，どうですか？
Ｃたのしいよ。Ｃおもしろい。
Ｔ文で言えますか。
Ｃなわとびはたのしい。
Ｃなわとびはおもしろい。
子どもの発表を板書し，「なわとびあそび」
と，題名を付けて，文章を仕上げる。
なわとびあそび
。：もるがなわをまわす。
よしおがなわをまわす。
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ふよこがとぶ。
なわとびはたのしい。
なわとびはおもしろい。
子どもに自由に作らせると，複雑な文になり
やすいので，一文ずつ，ゑんなで作る方が効果
的である。また，接続詞は使用しない文章を作
るよう注意する必要がある。
上記のような作業を行うことで，一年生によ
く見られる主述のくい違いや，恐意的な省略
や，だらだら文がある程度予防されるのではな
かろうか。
最後に，児童の書いた文章から，文指導の効
果を確認しておきたい。三つの作文は，同一人
物のもので，作品１と２は，文法指導としての
文の指導以前に書いたものであり，作品３は指
導後の作文である。
＝作品１－（９月）
せんせいあのね。
ろだいにいこうとしたらくるがなったから
といいました。わたしは，
「うん｡」
といいました。そして，わたしはくるのがお
そいからでんわをかけました。そしたら，
「けい子ちゃんが足のもものところけがして
いけんがになってん｡」
と，いいました。だから，わたしはがっくりしま
した。そして，けい子ちゃんの足がなおってそ
して，しず子ねえちゃんとけい子ちゃんだけが
きました。
わたしは（どうしてかなあ）とおもいました。
そして，２日か３日たつと，ひびのさんがひよこ
をつれてきました。
そして，大きくなってあさおきて見てふるとす
ずめがはいっていました。すずめをだしてひよこ
を見てふると一ぴきのひよこ力;かたっぽの目
がつぶれていました。そして，よるひよこのこや
からバタパタきこえてきました。見て糸るとけ
んかをして力割たっぽの目をつぶしていました。
そして，おばあちゃんが
「とうきょうおっちゃんのしんゆうが山にお
るからあげるまつし｡」
と，いったから，わたしはかなしいけどあげまし
た。
ふる田さんがいたからふる田さんのところま
でいっていっしょに手をつないでうんどう
ょじうにはしりました。そしてと中までいく
と手をしばらくはなしていました。すわっ
ているとふる田さんがてつながんなんよとい
いました。
＝作品２＝（10月）
さっきいしをひらいにいって川にはいって
ばしやぱしやとなったからびっくりしま
した。こんどはとくますぐんとまる山くんが
(二）単語の概括的な認識の指導
１．単語意識
まず，一学期の復習から学習を始めた。「今
日の勉強何かわかる人？」などと言いながら，
子どもたちの興味深そうな顔や，当てずっぽの
声の中で，黒板に文字カードを一枚ずつ貼る。
'三|Ｔ読めますか｡Ｃつ。
ＥｌＴ読めますか｡ｃ〈。
'三|Ｔ読めますか｡ｃえ。
Ｃアシ「つくえ｣だ。
ロ灸に大声で「つくえ」と言う。ばらばらに
いしをなげたからびっくりしてよそ糸をして
いたらすべってしまいました。
文字それ自体の表記上の誤記はないが，文意
識ができておらず，－年生特有のだらだら文に
なっている。しかし，それが，以上述べてきた
ような文指導後の作文では，非常にすっきりし
た文章を書くようになった。
＝作品３＝（３月）
わたしIよようちえんのときからひよこがほし
いとおもっていました。だからおかあさんに
「おかあさんひよこかって｡」
とききました。おかあさんは，
「ひびのざんがこんどきたらもらうまつし｡」
貼ってあったのを三文字くっつけて|つ|<|え
と並べかえる。
Ｔつくえを手で押えてごらん。
子どもたちは，自分の机や，横や後の机を手
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Ｃバナナ，トマト，とんぼ……。
次に，四文字，五文字と続ける。
|･'.|･'.|ｱｲﾛﾝにんじん………。
で押えたり，抱え込んだり，叩いたりする。そ
こで，｜つ|<|え｜の文字カードの並び順を変え
て,|え|つ|<|とした。
．'.|･|･'．Ｔ読めますか。Ｃえ，つ，<，何や，これ？
Ｔえつく，何のことかわかりますか。
Ｃわからん。Ｃ何のことや？
意味のある単語かと真剣に考えている児童も
いる。「先生も知らん。こんな屯ん｡｣と言うと，
「ずるい，ずるい。先生の知らんもん出して｡」
と，再び教室は賑やかになる。又，文字カード
Ｃエッ，１，２，３，４，５，五つの音や。
と，言って，息を吹きかけたり，指を折ったり
して，単語探しをする。
Ｃわかった。ランドセル。
Ｔランドセル？では，調べて承ましよう。
一宇一宇ゆっくり言いながら，指を折って調
べる。子どもたちも一緒にやる。
Ｔ本当だ｡五つの息が出てくるね｡すごいね。
Ｃ「あまがえる」もあるぞ。
Ｃ「しやぼんだま」もそうかなあ？
Ｔ調べてみよう。しや，ぼ，ん，だ，ま，五
つだね。
次に,|工|を貼る｡あＭゑ,くち……。
最後に［|を貼る。
Ｃそんな屯んないよ。一つの音のが。
という声が返ってくる。しばらく黙って，子ど
もたちを見ていると，
Ｃあった。これ。
と，片手を開いて上げてふせる。他の子は，何
だろうと，挙げた手を見ていたが,やがて，「手
や」と大声で一人が叫ぶ。
Ｃなんやそうか。まだあるよ。「歯」。
と，言う次第で，次交に出てくる。そのうち，
「い」と言う児童がいた。
Ｔ「い」？「い」って，なんや？
Ｃここ。ここ。
と，胃のあたりを押える。
Ｔそれは「むね」じゃない？
Ｃちがうよ。「いやちよう」って言うやろ。
胃腸薬って言うやろ。
と,子どもたちから教えられた一場面もあった。
また，促音，勤音，鋤長音などが入る単語に
ついては，板書し，既に学んだ音節と文字の対
応を復習しながら，数音節でできる「たんご」
を確認させた。
を並びかえ，｜<|つ|え｜とする。しかし，今度
lま「そんなしのわからん｡」とすました顔で返
事をする。Ｔそうわ｡二の三つの文字を｡'三|･'三|･'三’
の順番に並べると|つ|く|え|となって，何
のことかわかりますね。こんなふうに，幾
つかの文字が集まって，何のことか意味が
わかるようになった言葉を単語と言いま
す｡」
と，言って，「たんご」と板書し,単語という用
語を意識させた。
この授業では，一学期に，『あじのぼん』で，
幾つかの音が集まって，「ことば」ができると
学習しているので，その「ことば」とは「たん
ご」であることを確認，定着することを目的に
している。例に出した「つくえ」は児童の身近
かな物であり，また，順序を入れかえると，単
語として成立しない。この学習で例に挙げる単
語はそのようなものが望ましいと言える。
2．音節と単語
新し<単語という用語を学んだ子どもたち
に，単語集めをさせると，２音節，３音節，４
音節の単語に集中し，１音節や５音節以上の単
語が出て来たい。そこで，次のようにして，子
どもの目を向けさせてふた。
黒板にLLL|のような紙を貼って(注，）
Ｔ三つの音で出来ている単語は？
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その後，練習としては，文づくりに使った文
例に対して単語の印を付けたり，教科書の文章
にも単語の印をつけさせたりなどの応用練習を
させて定着をはかった。
意外にも，簡単に答が出てきた。この発言を
聞いて,｢単語の終りに⑤が着く単語がある」
｢○の付く単語がある｣等の答も出てきたの
で，軽く「そうね｡」と肯定しておく。
Ｔ沢山気がついたね。くっつきの字が着く単
語と付かない単語がありましたね。では，
くっつきの字が付く単語を言って承ましよ
う。
Ｃうま，うし，くび，くさ，
発表を板書していく。ここでは，馬，牛,首，
草と，単語だけを発表させたが,助詞をつけて，
う主が，うしが，<びは，くさを，うまの，う
しの，……と発表させた方が理解させやすかっ
たのではないかと反省している。
Ｔでは，「てが承」の中から言って下さい。
Ｃおかあさん，ぼく，山，おちや，くり，お
むすび，どんぐり，（板書をしていく）
板書の中には，物の名前を表わす単語は随分
出て来たが，人の名前が出ていないので，児童
の名前を取り上げた。そして，板書を次のよう
に分けてやった．
驫熱(さ]工亟’
難騨糯吾|亟三三］
この次の授業は「うまとうし」（注１０）を取り
扱った。授業では，主として読糸方指導に重点
を置いたが，それは，文法指導と読糸方指導の
関連性（注11）を配慮したからである。授業の
最後に，助詞に○印を，単語に｢￣￣|印を付け
る作業をした。数人の児童に，黒板に書かせ，
全員で確認した後，各自ノートに写し，余白に
は絵を書かせた。子どもたちは，絵を描くこと
を大変喜ぶ。これは，たぶん絵を描きながら，
学習したことを思い出したり，好きなところを
晴調しているからだと思うので,作業の中には，
絵を描く時間を適当に設けるよう意図した。
以上，文法指導の中でも，まとめや一段落し
たところで，読承方指導などを組承入れ，授業
に変化をつけるなどの工夫も試ゑてふた。
３．人や物の名前をあらわす単語
「うまとうし」の学習や練習の中で，単語の
中にも種類があることに気づく子どもが出てき
た。
Ｔ今日は，単語の勉強をもっとくわしくやり
ます。
Ｔこんなふうに，くっつきの字が着く単語は，
人の名前と物の名前ですね。だから，「人
や物の名前をあらわす単語」と言います。
と,言って,黒板右側の|￣たんご|の
空白に，「ひとや屯ののなまえをあらわす」と
書き込む。
・練習一単語さがし－
自分のからだの中から
机の中から
教室の中から
好きなところから
と範囲を区切って，発表させた。
と，言って，黒板の右側に’だんご
と書く。子どもたちは,何や何やと，うるさい。
Ｔこの前，「てが承」の勉強をしましたわ。
（注12）ノートを開いてゑましよう。
Ｔ単語とくっつきの字（注13）に,印をつけま
したね。
しばらくしてから，
Ｔ今度は，「うまとうし」のところを開いて
承主しよう。……ここも，単語とくっつき
の字に印を付けましたｵｺ・ようく見て何か
気の付くことはないですか。
Ｃくっつきの字がつく単語とくっつきの字が
付かない単語があります。
第11号昭和53年4６金沢大学教育学部教科教育研究
4．動きをあらわす単語
単語を分けた時,くっつきの字がつく単語は，
人や物の名前をあらわす単語だということを発
見した。では，くっつきの字がつかない単語は
何かという疑問が出てきた。
絵カードを貼る
Ｔだれが？
Ｃまもるが。
Ｔなにを？
Ｃさかなを。
Ｔどうする？
Ｃつっている。
と，ボンボン答が返ってくる。「まもるがさ
かなをつる｡」と板書し,同じように，２～３
の例文を作った。そして，改めて，
Ｔまもるがさかなをどうする？
Ｃつる。
と，返答させて，「つる｣に[．印を付ける。他
の文例でも同様に，述部を引き出す発問をし，
印をつげていく。板書，
まもるがさかなを'五'。
鈍るがぼうろを|~示盲'。
Ｃまねして，動いたよ。
Ｔまねをして，体を動かしましたね。だから
こんな単語を「動きを表わす単語」と言い
ます。
練習は単語集めをおこなった。
その後で，動きをあらわす単語は，語形が変
化するので，そのことも触れておく方が良いと
考え，語形変化を簡単に扱った。子どもたちは
日常的には，語形変化を縦横に駆使しているの
で,抵抗がないだろうと思ったことと，やがて，
形態論で精密にやる為の導入という意識で取り
扱ったのだったが，授業としては，機械的に流
れて，楽しい授業にはならなかった。語形変化
は，杏定形・仮定形は触れず，次の三型でまと
めた。
板書｜まもるがさかなをつる。
Ｔ主もろくんが，今さかなつりをしていると
● ●●●●
したら，「つる」Ｉまどうなりますか。
Ｃつっている。
Ｔじゃ，きのうさかなつりをした時は？
●●● ●●
Ｃつった。
Ｔそうですね。「つる」が「つっている」「つ
った」と変わっていきますわ。
・練習は次の単語でおこなった。
とぶ－とんでいる－とんだ
たべる－たべていろ－たべた
かく－かいている－かいた
きる－きっている－きった
はしる－はしっている－はしった
次の時間は，「ｃしゃく」（注14）を取り扱っ
た。前述の「うしとうま」と同様，授業に変化
を持たせるためと，読承方指導を意図的に入れ
る必要があると考えてのことである。従って，
授業は話の内容の読承取りを中心にしながら，
子どもたちの体験も豊富に語られて，非常に楽
しいものになった。
授業の最後に，動きをあらわす単語に＝．印
を付ける作業をした。作業終了後，全員で確認
し，ノートに書き写させ,絵も描き添えさせた。
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flILJHPl
などの発言が出てきたので，
Ｔ上手に見つけたわ。最後が「い」となって
いるわ。「きいろい」「しろい」「あかい」
ふんな色に関係あるね。では，他に色で
「い」が付くことばがあるかな。
Ｃくろい。 くろいカユお。
Ｃあおい。あおいそら。
Ｃちやいるし､・ちゃいろい木。
Ｃだいだい，アレ，だいだい，へんや。「い」
ってつくけど，へんや。
と言う発言が出てきた。次の単語へ続けるに
は，「だいだいの」と「の」を付けないと,次へ
続かないので，「い」で終っていても駄目なの
である。
Ｃ先生，糸どりやむらさきも駄目やね。
等という発言から，色彩用語は形容詞より，却
って名詞の方が多いことに気づかされたりし
た。また，「だいだい」の問題は,赤い,青いが
「赤十い」「青十い」と分解されるのに対して，
「だいだ＋い」とはならず，「燈」という一語
で，本来名詞であった旨を，やや冷汗を掻きな
がら説明して，切り抜けた。（注15）
Ｃまるい，しかくいはかたちだね。
Ｃながいもあるよ。
Ｃふといは大きさや。
Ｃほそい。でかい。ちいさい。
子どもたちは,次々と単語を見つけ出しては，
「い」で終ることに喜びを感じていた。
・練習三通りの方法で練習を行った。
Ｔ目をつむって，丸い月の様子を頭の中で絵
に描いてごらん。
想像出来た頃に，
Ｔどんなお月さまでしたか？
Ｃまるいお月さま。
Ｃまんげつ。
Ｃでかくて，まんまるいお月さま。
Ｃきれいな色のお月さま。
と，「まるいつき」の感じを発表させた。友
だちの発表を聞きながら，頷いたり，手で大き
な輪を作ったりする児童が何名しいる。
Ｔどんなお月さまか，よくわかったよ。糸ん
なのお話を聞いて，先生の頭の中のお月さ
ま，だんだんはっきりしたよ。うれしいな
あ_。じゃ，次はどんな机かな。
と，進めて，「しかくい」「ふとい」「きいろい」
「しろい」「あかい」の感じをそれぞれ出し合
わせた。そして，そういう単語があると，次に
続く単語がよくわかるということを理解させ
た。それで，その単語に[＝．印をつけて，意識
させ，
Ｔヒコ印を'付けた単語があると，次の単語が
どんなふうか，くわしくわかりますわ。だ
から,こんな単語を「性質をあらわす単語」
といいます。
と，まとめた。性質という言葉遣いは難しいの
で，他によい言葉がないかと考えたが，適当な
言葉が見当らず，そのまま使用してしまった。
そのうち子どもたちから，
Ｃ先生，糸んな「い」で終っているよ。
Ｃ色に関係ある言葉や。
lまぶしい '。
Ｔ性質をあらわす単語の次に，何と言う単語
を入れたら良いですか。
Ｃまぶしいひかり。
Ｃまぶしいたいよう。（板書する）
幾つかの例で，練習。例えば
あついひとおいとうきょう
さむいかぜちかいまるこし
２１ １つくえ。
Ｔ今度は，性質をあらわす単語を入れて下さ
いｏ
Ｃしかくいつくえ。
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Ｃ紙，紙の切ったが。
Ｔ紙を細かく切ってあるね。動かすからよく
見ていて下さい。
紙を速く，遅く動かして見せてから，
Ｔ紙がどうなりましたか。
Ｃゆれた。
Ｃひらひらゆれた。
Ｃふわふわうごいた。
Ｃゆらゆらゆれた。
頷きながら聞いて，発言が止ったところで板
書す乱
かdZAがひらひらゆれる。
ふわふわ
ゆらゆら
それから，「か承がゆれる｡｣と「かjZKがひ
らひらゆれる｡｣をゆっくり読んで，
Ｔひらひらがあるとどうですか。
Ｃよくわかる。
Ｃくわしくわかる。
Ｔ紙の動く？
Ｃようすがわかります。
Ｔいいことばを知っていますわ。動く様子が
良くわかるでしょう。
と，もう一度，紙を持って動かしてふせた。次
に，モールを出すと，「ワァーきれいや｡｣と歓
声をあげるので，
Ｔそうね。モール，きれいでしょう。モール
が光るわ。
と，言って,両端を持ちくるくる回してふせる。
Ｔモールが？
Ｃモールがピカピカひかる。
Ｃモールがキラキラひかる。
と，様子をあらわす単語を入れた文が出来る。
そこで，様子をあらわしている単語を[二コでか
こゑ，意識づける。
Ｔこんな単語があると，動く様子がよく分り
ますね。だから，これを「ようすをあらわ
すたんご」と言います。
「ようす」という言葉は，子どもたちはすぐ
慣れて，使用していた。
黒板に略画を描いて，
Ｃながいつくえ。
Ｃまるいつくえ。
Ｃたかいつくえ。
Ｃひくいつくえ。
この練習は，ほとんど抵抗なく出来た。
３うゑは’Ｉ。
Ｔこんどは，文でやって承ましよう。
う承はどうだ？
Ｃうゑは大きい。
Ｃうゑはひろい。
Ｃうゑはでかい。
Ｃうふはとおい。
Ｃうゑはたのしい。
述部を赤く板書していくと，「もっとある｡」
「もっとある｡」といくらでも出してくる。「文
だから,終りに。をつけますね｡」と句点の注意
をし，『につぼんご』２のP60で（注16）練習す
る予定だったが，時間がなくなり簡単に済せて
しまった。
にぎやかなおまつり
ゆかいなひょっとこ
おおきなみこし
げんきなこども
きれいなぎもの
まっかなおび 板書
ノートに写し終ると，今度は終りが「な」だ
と口交に言う。また，心に関係がある言葉だと
言う児童もいる。
最後に「もんしろちよう」（注17）を読み，性
質をあらわす単語を捜す作業をした。
6・ようす左あらわす単語
掲示用具を休ゑ時間に揃えていると，何人か
の児童が集まってくる。「それ何に使うが｡」と
聞くので，「国語の勉強よ･｣と答えると，「ふう
ん｡｣と言いながら見ている。授業が始まり，先
の用具を取り出すと，「あつ’本当や，さっきの
紙や｡｣と早くも興味を示す「
Ｔこれは何ですか。
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屯たちは，一文一文をとても工夫して絵に表わ
していた。たとえば，雨の例では，雨の色，雨
雲の色や形，また雨の大きさなどそれぞれ細か
い点にまで気を配っていたり，また，傘をさし
ている子といない子を描いたりして，様子の違
いを絵でよく描き分けてあって驚いた。
練習では，黒板に文例を出し，各自で様子を
あらわす単語を入れさせて，定着をはかった。
かぜが ふく。
と板書する。
Ｔさあ，「かぜが……ふく。」
の文の中へ，様子をあらわ
す単語を入れてみましょ
う。
(図５）
Ｃかぜがそよそよふく。
Ｃかぜがびゅうびゅうふく。
Ｃかぜがごうごうふく。
Ｔうまく作れましたね。でも，それぞれ様子
が違いますね。手でやって糸主しよう。
と，言って，「かぜがそよそよふく｡」を読
むと，両手を細く振わせて風が吹いている感じ
を出す。次に，「かぜがびゅうぴゅうふく。」
と読むと，両手をいつぱいに開いて，腕を斜め
に振って，風の吹いている様子を表現する。
「かぜがごうごうふく。」と読むと,今度
は腕をぐるぐる回して，あっちへ走ったり，こ
っちへ走ったりする。このようにして，様子を
あらわす単語によって，どんな様子なのかがく
わしく分ることを確認させた。
次に，雨と煙の例で，練習した。例に挙げる
文は，文の中に様子を表わす単語が数種類入る
ものが望ましい。なぜなら，「ペンギンは歩
く｡」だと，「よちよち」の一語ぐらいしか入ら
ず，発展性がないからだ。
おわUに
以上が，二学期と三学期にかけておこなった
小学一年生の文法指導一一文と単語一の実践
報告である。文法の体系的な指導という観点か
ら，この次の段階では,単語からまとまりのある
文を作っていく為に,まず,くっつきの指導（い
わゆる助詞で，注13で述べた程度のものをここでは言
う）が必要になってくると思う。その路線に沿
って－部実践を試承たが，まだ発表するまでに
整理されていないので，その報告は後日にまわ
したいと思う。
なお，本研究は，教科研国語部会金沢サーク
ルのメンバーで研究を進めてきたものだが，ま
とめの討論は，深井一郎，東孝二，小間喜美
代，深)||明子の四人で行った。（文責，深川）
昭和53年４月30日
注１『につぼんご』シリーズの１で，東京・明星学
園国語部署．麦書房から刊行されている。
注２『もじのぼん』の実践記録は種々あるが，最も
まとまったものとしては，須田清署の『かな文字
の教え方』（昭和42年麦書房刊）がある。また，
同書のＰ２９に,文字を教科書で教えた場合と『も
じのほん』を使用した場合の，児童の修得状況を
調査した表があり，実践の有効さを証明してい
る。
なお，金沢市内でも，ほぼそれと同様なデータ
ーが，何人かの教師によって確認されている。
注３読ゑ聞かせに使用した作品は，約30冊程度であ
る。次にあげる作品は，特に子どもたちが喜んだ
ものである。
おさるのキーコ（今井誉次郎)。大きなかぶ（内
田莉莎子再話)。ぎゅうぎゅう車のピーポー〈ん
あめがふる。
あめがしとしとふる。
ぼつぼつ
ざあざあ
(図６）
けむりがでる。
けむりがもくもく
もこもこ
すうすう
でる。
（図７）
いずれも動作化して，その様子を話し合い，
一文，一文を確認していった。それから，ノー
トに写させ,その様子をあらわす絵も描かせた。
後で，ノートを点検して判ったことだが．子ど
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ちいさいう主がとことこあるく。
おおきいうしがゆっくりあるく。
うまの<びはながい。
うしのくびはふとい。
（『につぼんご』２より）
注１１文や単語の概念を，具体的な長い(興味ふかし､）
文の読匁とりの中で,どこまで意識してゆけるか。
また，一方では，体系的な把握のできない段階で
は，文法指導はコマ切れ，知識偏重になりがちで
あるために，具体的な「読魏方指導」という生き
て働いている文や単語の実態に直接ぶつかる必要
があると考えられる。
注１２「音節と単語」の練習のところで，最後に練習
として取り扱った文章である。
てが糸
きょうはとてもよいてんきです。
ぼくはおかあさんと山へあそびにいき
ました。
どんぐりを三こひろいました。
くりをここひろいました。
おむすびをたべました。
おちやをの承ました。
いいきもちでした。
（教師の自作）
注】３この場合は，＝はミミヘミーを＝などの，体言
に続く格助詞，副助詞を指す。
注1４じしやく
じしやくをすなのなかにさしこんだ。
じしゃくですなをかきまわした。
さてつがたくさんくっついた。
さてつをしたじきにのせた。
したじきのしたでじしゃくをうごかした。
さてつがあた主のけのようにたった。
きれいにならんで，ぱたっとたおれた。
（『につぼんご』２より）
注１５ここでは，品詞論を行うのではないことを十分
考慮して置かねばならない。性質をあらわす単
語の一定の特徴が捉えられれば充分である。した
がってこの場合，児童から疑問が出たので取り上
げたが，一般には触れる必要がないと考えてよ
い。
注１６うゑはひろい。
すなはまはながい。
なゑはたかい。
（砂田弘)。おばけち卑んとむわむわむう，お
ばけのゆらとねこのにゃあ，お月さんIMDいろ
（以上，松谷糸よ子)。だるまちゃんとてんぐち
ゃん（加古里子)。九ひきの小おに（谷真介)。
ちからたろう（今江祥智)。モチモチの木（斎藤
隆介)。くまの子ウーフ（神沢利子)。かにむか
し（木下順二)。
注４たとえば，日記指導などを軸に教育実践を深め
る立場の人は，かな文字指導と並行して文を綴ら
せる。それに対して,原則論的立場に立つ人達は，
かな文字指導終了後から書く方が望ましいと言
う。
注５昭和47年，麦書房刊。本書の第一部に「なぜ文
法を教えるか」と題し，２０項目にわたって詳細に
論じてある。
注６『につぼんご』２指導ノートには，次のように
記されている。
この教科書は，これだけはしらなければ,よゑ，
かきが完全にできないというぎりぎりの範囲の，
日本語の発音や文法の初歩的な知識を正書法の学
習と結びつけながら，子どもにあたえていくよう
にしくまれた教科書です。
この教科書の題は「につぼんご２」になってお
り，ｎこつぼんご１（もじのぼん）」をおわった
一年の二学期，三学期に使うことを予定していま
す。
注７形容詞述語文は，主語の状態について述べる文
であるから，正確には，「うさぎのようすはどん
なですか｡」と聞くべきであろう。しかし，「様
子」という語を使用すると，「ぴょんぴょんはね
ている｡」とか「うずくまっている｡」という発言
しか出てこないように思ったので，あえて，「ら
しい」と言ってゑた。
注８「ＡはＢだ」という判断文では,Ａに具象名詞，
Ｂに概念名詞をおく場合が多く，このＡとＢの比
較が判断を引き出し，論理を作り出していく。こ
の意味で，極めて重要な基本文型である。
注９「・」が一音節をあらわすことは，『もじのぼ
ん』の学習で習得ずゑである。
注1０うまとうし
う主があるく。
うしがあるく。
うまがくさをたべる。
うしがくさをたべる。
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ふれはちいさい。
かきはあまい。
なつゑかんはすっぱい。
とうがらしはからい。
<すりはにがい。
注１７なつのあついひにぎゃぺつぱたけにい
くと，しろいちようがいっぱいとびまわっ
ています。これはもんしろちようでず。め
すの；はねにはくろいおおきなしんがあ
ります。
もんしろちょうばときどききゃくつの’よ
にとまります。そして，｜よのうらがわにち
いさなきいろいたまごをう承つけます。
Ｚｋっかぐらいたつと，たまごはきいろい
あおむしになります。あおむしはきやぺつの
Iまをたべて，だんだんおおきくなります。
ばつかぐらいたつと，おおきくなったあおむ
しはくちからいとをだして，さなぎになっ
て，ねむってしまうのです。
さむいふゆがすぎて，はるになると，さ
なぎはまたちようになって，きやくつばた
けをとびまわります。
（『につぼんご』２より）
